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丹波並木道中央公園 管理水準書 
 

公園の概要 
公園名：丹波並木道中央公園 （広域公園） 
 
所在地：丹波篠山市西古佐・大山下（300～400m の山地に囲まれた篠山盆地の西外縁部） 
 
開園面積：70.9 ha 

 
概要： 丹波並木道中央公園は、「丹波の森構想」に基づく広域レクリエーション、都市

と農村の交流及び地域活性化の拠点となる丹波地域初の広域公園である。 
「森づくりから森づかいへ」を基本コンセプトに、丹波の森や文化を背景とした

住民参画や、棚田を利用した田植え等、地域がホストとなり来園者を迎える多様な

プログラムを実施するなど、計画段階から維持管理段階に至るまで、森の魅力と地

域の人々が主体となる企画運営を重視した公園である。 
また、公園づくりに関わる人たちが目標像を共有し、公園の運営を円滑に進める

ために、活動グループや関係機関などが参加する「森の円卓会議」を定期的に実施

している。 
緑豊かな自然や伝統文化など地域の特性や資産を活かしながら、人と自然と文

化・産業が調和した地域づくりを目指す日本風景街道の「たんば三街道」の情報発

信の拠点としてのみならず、新たに、丹波土木事務所がサイクルツーリズムの推進

のために検討しているサイクリングモデルルート「兵庫丹波チャレンジ２００」の

拠点としての役割を担っていく公園である。 
今後、「兵庫丹波チャレンジ２００」の拠点としての環境整備のほか、丹波竜（丹

波地域で化石が発掘された恐竜の俗称）にちなんだ恐竜をテーマにした整備も検討

しており、新たな魅力づくりも期待されている。 
 

主要施設：資料編（P.1）参照 

 

利用状況： 

年間利用者数：約 13 万人 春期（３～５月）、秋期（９～11 月）に利用者が多い傾向

である。繁忙期で 1万３千人／月、閑散期で７千人／月 

利用者傾向 ：「散歩、散策」や「子供を遊ばせるため」の利用が多いが、ウォーキン

グやジョギング等の軽スポーツや健康運動のための利用も見られる。 

       丹波篠山市、三田市、丹波市在住の人の利用が多いが阪神間からの利

用者も全体の４割を超えている。 
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Ⅰ 管理方針 

１.「兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画」の遵守 
県は、平成 28年６月に策定した「兵庫県都市公園の整備・管理運営基本計画（ひょ

うごパークマネジメントプラン）」に基づき、県立都市公園の整備及び管理運営を行う

こととしている。 

指定管理者は、この基本計画を踏まえた都市公園の管理運営を行うこと。 

※「兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画（ひょうごパークマネジメントプラ

ン）」は兵庫県のホームページを参照すること。 

ＨＰアドレス： https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks24/parkplan.html 
 〈兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画〉 

Ⅰ 活力あふれる地域づくりに資する公園 

   ①地域の活性化をもたらす公園づくり 

   ②地域文化の保全・継承、新たな芸術文化を創造する公園づくり 

   ③元気で健康的な生活に資する公園づくり 

Ⅱ 子育てに資する公園 

 ④子育て世代を支援する公園づくり 

 ⑤子どもを育む公園づくり 

 ⑥３世代が楽しめる公園づくり 

Ⅲ 環境との共生に資する公園 

 ⑦自然環境等を守り・生かす公園づくり 

 ⑧環境との共生を学ぶ場としての利活用 

Ⅳ 安全安心な地域づくりに資する公園 

 ⑨安全な暮らしを支える防災拠点としての利活用 

 ⑩安心地域づくりに役立つ公園づくり 

 ⑪誰もが楽しく安心して利用できる公園づくり 

Ⅴ 持続可能なパークマネジメントの推進 

 ⑫効率的な老朽化対策の計画的な推進 

 ⑬社会変化を踏まえたリノベーション等の推進 

 ⑭施設間連携、民間活力等の連携による効率的・効果的な事業推進 

 ⑮より良いサービスを提供する管理運営体制等の工夫 

 ⑯県民の参画と協働の活動を推進する仕組みの工夫 

 ⑰効果的な広報の推進 

⑱公園づくりの評価等の推進 
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２．施設管理方針 
   園地や植物の管理については、管理水準書を基に、施設の特性を考慮し、より質の

高い維持水準を保てるよう、必要かつ適正な管理を行う。 
   施設や設備については、利用者が快適かつ安全に利用できるよう、常に清潔を保ち、

また、機能を正常に保持するために、適正な管理と保守点検を行う。 
   丹波地域では、丹波全域を丹波の森と位置づけ、人と自然と文化の調和を目指した

「丹波の森構想」を策定しており、公園内での資源・収穫物を丹波地域の自然や歴史、

文化を活かしながら循環させていくため、プログラムやイベントと組み合わせた公園

管理を行う等、これを推進する。 
   さらに、兵庫県の新たな施策（サイクリングツーリズムの推進、恐竜をテーマとし

た施設整備）に協力し、それに伴い設置される施設の管理、新たなイベントの実施の

ほか、園内歩行者等との事故防止等の安全対策を適切に行う。 
 
３．運営管理方針 

   利用者の満足度を高め、期待に応えるため、常に利用者の声を聴取し、反映できる

ものは積極的に取り入れ、すべての利用者に対して、公正な態度で運営を行う。 
   運営管理にあたっては、災害時の利用者の安全確保など、防災対策にも十分な配慮

をするとともに、環境対策にも重点的に取り組む。 
   利用の活性化及び住民参画の取り組みを推進するため、園内の資源等を活かした利

用プログラムの企画・開催や、利用者からの企画・提案に柔軟かつ積極的に取り組む。 
また、運営への住民の参画と協働を目指したプログラムを実施しており、現在では、

公園イベントの一部を担う住民団体が生まれている。これらを継続させるとともに発

展させるため、コーディネーターの配置に努め、県民の参画と協働の裾野を広げる取

り組みを行い、また活動者を支援・育成するプログラムやセミナー等を実施し、県民

参画型プログラムの充実を図る。 
 
Ⅱ 維持管理 
以下、管理頻度については標準値を示す。 

１．植物管理 

第 1 節 樹木管理 

公園利用者の安全と快適性の確保や周辺交通への安全確保、隣接地への影響を考慮

して、剪定・枯損木の処理・害虫防除等の適切な管理を行う。 
また、山頂展望テラス付近においてはビューポイントを維持するために、伐採作業

を行う。 
1.1 管理対象範囲 

公園全体の樹木を対象とし、資料編「樹林管理図」及び「樹木総括表」を参照す
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ること。 

1.2 樹林管理 

公園の大部分を占める自然樹林については、必要に応じた苗木補植（現地採取）

や、適宜、清掃を行うこととし、樹林に応じた管理を行うこととする。 
(1) 適用範囲：スギ・ヒノキ林 生産林管理 101,100 ㎡ 

           〃     景観林管理  18,000 ㎡ 

           〃     活動林管理 181,000 ㎡ 

           〃     花木林管理  13,100 ㎡ 

         コナラ林    花木林管理 147,500 ㎡ 

現況植生 管理目標 管理面積 

スギ・ヒノキ林 生産林管理 

64,000 ㎡／年 

景観林管理 
活動林管理 
花木林管理 

コナラ林 花木林管理 
(2) 頻  度：Ｐ５～Ｐ７管理内容参照 

(3) 樹林管理における留意事項 

現況植生 管理目標 管理内容 
スギ・ヒノキ林 生産林管理（スギ・ヒノキの

育成） 
良質な木材生産材もあり、搬出作業道も確保されて

いるので、生産林として育成間伐を行う 
景観林管理（広葉樹林に転

換） 
自生している広葉樹を育成するために、ヒノキの間

伐を行う 
活動林管理（人が立ち入れる

混成林へ転換） 
林内に立ち入り活動ができるよう、間伐、枝打ち、

下刈りを行う 
花木林管理（ツツジの開花す

るスギ・ヒノキ林に育成） 
ヤマツツジが多く自生しているため、育成する。将

来は、ヒノキとヤマツツジの混生林とする。 
コナラ林 花木林管理（ツツジの開花す

るコナラ林に育成） 
スギ、ヒノキおよび常緑樹の思い切った間伐を行

い、落葉樹林に育成する 
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1.3 高木剪定 

高木剪定は自然樹形を活かす事を基本とし、樹木の健全な生育、園内景観

及び利用者の安全上、剪定が必要なもののみについて行うこととする。 
（1） 適用範囲：1,000 本 

（2）頻  度：適宜（標準１回/年） 

（3）高木剪定等における留意事項 

① 園路・広場等の樹木管理については、樹木の日常点検をおこない、倒木、枝

折れ等を未然に防ぎ、公園利用者の安全を確保する。 
② 道路等、公園内及び周辺交通に対して影響のある樹木については、日常点検

を行い、道路構造令等に示される建築限界を侵さないよう剪定等の管理を行

う。また周辺交通管理者から要請があった場合は、速やかに対応する。 
③ 隣接民地についても、上記と同様に樹木剪定を行う。 
④ 上記①～③の剪定に関しては、樹形を損なうような強剪定を行うことなく、

公園樹木としての美観・樹形に配慮し、適切な剪定を行う。 
⑤ 剪定枝は、チップ化利用など適切に処分する。 
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1.4 中低木剪定 

中低木の植樹目的に応じ管理を実施する。花木は、園内景観の形成におい

て重要であり樹種に応じた適切な剪定を行う。生垣については、その設置目

的に応じて剪定を行う。 
また、利用者の安全確保の観点からの管理を行う。 

（1）適用範囲：2,200 ㎡(7,200 本) 

（2）頻  度：適宜（標準１回/年） 

（3）中低木剪定等における留意事項 

① 樹木の特性に応じ、適切な管理を行う。特に、花木類を刈込む場合は、花芽

の分化時期と着生位置に注意する。また、園路沿い等、園内景観の形成にお

いて、重要な部分については特に留意する。 
② 機械刈を行う場合は、必要に応じて刈込み後に刈込みバサミ等により切返し

剪定を行い、樹冠を整えるとともに鋭角的な切り口を残さないなど刈後の安

全に配慮する。 
③ 刈取った枝葉はチップ化利用など適切に処分する。 

 
1.5 施 肥 

高木であればその育成に必要な養分の補給となる元肥、中低木及び花木に

おいては樹木の生長に必要な養分を施すほか、開花後の樹勢回復のための追肥

を適宜施する。 
（1）適用範囲：2,200 ㎡（高木・中低木） 

（2）頻  度：適宜 

（3）施肥実施における留意事項 

樹木の特性に応じ、適切な方法、時期、肥料の種類により施肥を行うこと。 
 

1.6 病虫害防除 

日常の巡視において病虫害の早期発見に努め農薬の使用は極力控える。病

虫害の発生場所、発生規模によりスポット的な散布等により早急に対応する。 
      また、クビアカツヤカミキリの発生を確認した場合は丹波土木事務所（以

下、「県担当部署」という。）と協議の上、必要な措置を講じること。 
（1）適用範囲：150 本（サクラ等） 
（2）頻  度： 発生状況により適宜行う。 
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（3）実施時期：4月～10月 

（4）薬剤散布に関する留意事項 

① 薬剤の使用に関しては、農薬取締法等の農薬関連法規及びﾒｰｶｰで定めている

使用安全基準、使用方法を遵守する。 
② 薬剤の種類は、病虫害の種類・状況に応じて決定する。 
③ 事前に来園者及び周辺等にあらかじめ広報を行う。作業は来園者の少ない時

間帯に行い、作業後は看板や張り紙等を設置し来園者に注意を喚起する。 
④ 散布に際しては、周囲の対象植物以外のものにかからないよう十分注意して

行う。 
 

1.7 枯損木処理 

頻  度：適宜 

枯損木処理にあたっては周辺樹木、施設、工作物等を損傷しないよう、ま

た利用者の安全確保も十分考慮し注意深く行い、処理状況については、県担

当部署に報告する。 
 

第 2 節 芝生管理 

利用状況、設置目的を勘案し、芝刈り、施肥、エアレーション、目土等の作業を

適切に行い管理する。 
 

2.1 適用範囲 

（1）適用範囲：芝地管理図（資料編 P.7）参照 

     芝生広場、こもれび広場等：35,000 ㎡ 

（2）頻度： 

① 芝刈     ： ２回／年 
② 芝施肥    ：適宜 
③ エアレーション：１回/年 
④ 目土掛け   ：１回/年 

    ⑤ ブラッシング ：１回/年 
        ⑥ 除草     ：適宜 
    ⑦ 灌水     ：適宜 
 
 

2.2 管理内容 

それぞれの芝生地の整備目的及び利用状況を勘案し、芝生の管理目標を定

め、状況に応じた管理を行う。 
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  対象エリア 想定される利用 管理目標 
１ 芝生広場 軽スポーツや子供の遊び

に利用される。 
利用頻度に応じた芝生管理を

行い快適な状態を保つ。 

 
2.3 芝生管理における留意事項 

① 芝刈り作業を行なう際は、充分に安全確保を行う。 
② 樹木の根際、柵類の周辺など機械刈りに適さない箇所は適宜、手刈りとする。 
③ 施肥については肥料やけを起こさぬよう配慮する。 
④ 芝カス、エアレーションコアなどは快適な公園利用に支障を及ぼさないよう

に適切に処分する。 
⑤ 目土は、植物片、ガレキなどの混入が無いものを使用する。必要に応じてふ

るい分けしたものを使用する。 
 

第 3 節 草地管理 

景観的配慮、利用状況を踏まえ快適な公園環境を維持すべく、適切に草地管理を

行う。 
 

3.1 草刈り 

（1）適用範囲：草地・抜根除草管理図（資料編 P.8,9）参照 

園路周辺      ：20,000 ㎡ 機械除草 

法面        ：48,000 ㎡ 機械除草 

園路、管理棟周辺植込：13,000 ㎡ 抜根除草 

 
  （2）頻度  ： 
    園路周辺       ： ２回／年 
    法面         ： １回／年 
    園路、管理棟周辺植込 ： ２回／年 

3.2 草刈を行ううえでの留意事項 

① 樹木、株物、施設等を損傷しないよう注意し、刈むら、刈残しのないよう均

一に刈込む。 
② 樹木、株物、施設等の周辺も刈残しのないよう仕上げる。又それらにからん

でいるツル性雑草もきれいに除去する。 
③ 刈草は、すみやかに処理するとともに、刈跡はきれいに清掃する。 

 

２．施設管理 

   公園施設については、利用者が安心して快適かつ楽しく公園を利用できるように常
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時良好な状態を維持すること。このため、以下に示す施設毎に、主として目視による

日常点検に加え、法定点検や施設の性能維持を目的とした定期点検を実施する。 
   実施にあたっては、具体的な「公園施設の点検表」を指定管理者において作成し、

管理を行う。 
 
第１節 日常点検 

職員などが日常的に行う点検であり、主として、目視・触診、必要に応じて打診・

聴診等を行い、施設の変状や異常の有無を調べること。 
 

1.1 対象範囲（別紙、資料編の図面等参照） 

(1) 建築物（公園管理棟、森林活動センター、茅葺民家、トイレ４棟、倉庫、灰屋、

かぐや、サイクリング拠点施設（整備予定）） 

 

(2) 工作物（休憩所(あずまや)、展望テラス、ベンチ、遊具、柵類、案内板等、公

園全域の工作物、恐竜をテーマにした工作物・機械等（整備予定）） 

(3) 雨水排水設備（井戸ポンプ、中水槽等、公園全域の雨水排水施設） 

(4) 汚水排水設備（マンホールポンプ等、公園全域の汚水排水施設） 

(5) 給水設備（上水槽等、公園全域の給水設備施設） 

(6) 電気設備（照明灯、キュービクル（受変電施設）等、公園全域の電気設備施設） 
    (7) 放送設備（スピーカー等、公園全域の放送施設） 
 

1.2 頻  度 １回／日 

（遊具は少なくとも 1 週間毎に打診・聴診等の点検も併せて行うこと） 

 

1.3 留意事項 
（1）遊具については、「遊具の安全に関する基準（JPFA-S:2008）」（社団法人 日本公

園施設業協会）に準じて行うこと 

(2) ガス漏れ等の異常を発見した時は、直ちにガス供給者に連絡し、適切な処置を

行うこと 

(3) 点検の範囲や頻度に応じた点検表に基づき点検を実施すること。 

(4) 点検により異常が発見された場合は、すみやかに必要な修繕等の措置を講ずる

とともに、措置を講ずるまでの間に事故が発生しないように対応すること。 

 

第２節 定期点検 

専門技術を有する者が目視・触診や打診・聴診により、または、用具・測定器具を

使用し、施設の作動、損耗状況、変形等の異常について調べ、劣化判定及び診断を行
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うこと 
2.1 対象範囲（別紙、資料編の図面等参照（整備予定の施設の位置は未記載）） 

(1) 建築物（公園管理棟、森林活動センター、茅葺民家、トイレ４棟、倉庫、灰屋、

かぐや、サイクリング拠点施設（整備予定）） 

(2) 工作物（休憩所(あずまや)、展望テラス、ベンチ、遊具、柵類、案内板等、公

園全域の工作物、恐竜をテーマにした工作物・機械等（整備予定）） 

(3) 雨水排水設備（井戸ポンプ、中水槽等、公園全域の雨水排水施設） 

(4) 汚水排水設備（マンホールポンプ等、公園全域の汚水排水施設） 

(5) 給水設備（上水槽等、公園全域の給水設備施設） 

(6) 電気設備（照明灯、キュービクル（受変電施設）等、公園全域の電気設備施設） 

    (7) 放送設備（スピーカー等、公園全域の放送施設） 

2.2 頻  度 ２回/年（ただし、雨水排水設備、給水設備は、１回/年） 
 

2.3 留意事項 

(1) 遊具については、「遊具の安全に関する基準（JPFA-S:2008）」（社団法人 日本公

園施設業協会）に準じて行うこと 

 (2) 点検の範囲や頻度に応じた点検表に基づき点検を実施すること。 

(3) 点検により異常が発見された場合は、すみやかに必要な修繕等の措置を講ずる

とともに、措置を講ずるまでの間に事故が発生しないように対応すること。 

 
第３節 法定点検 

法令等に基づき、義務づけられている定期的な検査等 
3.1 対象法令： 

(1)建築基準法 

(2)電気事業法 

(3)消防法 

(4)水道法 

(5)労働安全衛生法 

(6)ボイラー及び圧力容器安全規則 

(7)建築物における衛生的環境の確保に関する法律 

(8)その他上記に記載のない各法令 

 
3.2 頻  度 各法令等に基づく頻度 

 
3.3 留意事項 

(1) 電気事業法第43条第1項に定める指定管理者が設置する自家用電気工作物の工
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事、維持及び運用に関する保安の監督に係る業務を有資格者により実施すること 

(2) 専門業者等により公園内の低圧電路の絶縁状態を常時監視すること。 

(3) 点検により異常が発見された場合は、すみやかに必要な修繕等の措置を講ずる

とともに、措置を講ずるまでの間に事故が発生しないように対応すること。 

 
第４節 水景設備保守 

水景制御盤、制御装置、ポンプ等各機器及び浄化装置の点検を適切に実施し、良好

な状態を保つとともに、故障等については適切に対処すること 

 
第５節 その他施設管理 

5.1 棚田・あおぞら広場 

(1) 棚田 

公園内の棚田においては、丹波のサト風景の再生を行うために県民参画プロ

グラムにより、赤米をはじめとした丹波地域特産品の栽培を実施しているが、

指定管理者は、これらの企画・調整・運営・広報等を積極的に継続するととも

に、整地、草刈、水施設の管理などの維持管理を適切に実施すること。なお、

企画・調整・運営・広報等については「Ⅲ運営管理 ５．利用の増進および住

民参画の取り組み」を参照すること。 

① 適用範囲： 棚田 2,200 ㎡ 
② 頻  度： 適宜 

(2) あおぞら広場 

     公園内のあおぞら広場（棚田風）については、景観に配慮し、菜の花・コスモ

ス等の種子を蒔き、花畑等の維持管理を実施すること。それらの実施にあたって

は、県民参画プログラムによる企画・運営に積極的に取り組み、調整や広報等に

も配慮すること。なお、企画・調整・運営・広報等ついては「Ⅲ運営管理 ５．

利用の増進および住民参画の取り組み」を参照すること。 
     ① 適用範囲： あおぞら広場 2,500 ㎡ 
     ② 頻  度： 播種 ２回/年、その他の維持管理は適宜。 
 

5.2 緑化舗装 

公園内の駐車場（臨時駐車場を除く）及び園路舗装の一部（概ね縦断勾配 4％以下）

については、緑化舗装を実施している。 

駐車場は区画内と通路で構成が分かれており、区画内については、緑化ブロック

を用いたものと樹脂製芝生保護材を用いたものの２タイプ、通路については、開粒

度自然色アスファルト舗装の空隙に種子を播いたものである。園路舗装の一部につ

いては、駐車場通路と同様の仕様である。 
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(1) 適用範囲：駐車場区画     777 ㎡ 

駐車場通路・園路等 4,500 ㎡ 

 (2) 頻 度 ：適宜 

(3) 方法及び留意事項：景観的配慮、利用状況を踏まえ快適な公園環境を維持す

べく、以下の点に留意し管理すること。 

① 駐車場区画 
区画内の草丈が来園者に不快感を与える恐れや歩行に支障が出る恐れがあ

る場合は、適宜草刈を行う。 

② 駐車場通路及び園路舗装 
この緑化舗装は、舗装全面の恒久的緑化を期待するものではなく、路面から

草が生えている畦道のイメージをつくることが大きな目的である。歩行頻度が

高い箇所については路面が露出し、頻度の低いところは路面に草本類が残るこ

とを期待している。 

特に植栽地から舗装端部への草本類の侵入は、この緑化舗装の目的の一つで

あり、園路端部の草刈を実施する場合は、この目的を踏まえ植栽地とあわせて

なじみよく行うこと。 

なお、通路及び園路の草丈が来園者に不快感を与える恐れや歩行に支障が出

る恐れがある場合は、適宜草刈を行う。 

 

5.3 森の聖域ゾーン 

このエリアは希少植物の生育環境を保全するため、また公園利用者の安全性を確

保するため、原則として、公園利用者の自由な立入りは禁止する。また、第２次行

革プラン（案）において、管理水準を大幅に引き下げるエリアに位置付けられてお

り、円卓会議や活動グループ等と協力した、効率的な管理が望まれる。住民参画に

よる森林管理作業や自然観察等を実施する場合は、指定管理者が許可を行うものと

する。 
このエリアの環境を活かした自然観察イベント等を企画する場合、調整・運営・

広報等については、指定管理者が実施すること。なお、企画・調整・運営・広報等

については「Ⅲ運営管理 ５．利用の増進および住民参画の取り組み」を参照するこ

と。 
(1) 適用範囲：活動広場 12,000 ㎡ 

園路    830ｍ 

(2) 頻 度 ：状況を見て適宜（住民参画による効率的な管理） 

(3) 方法及び留意事項：当エリアで見られる希少植物の観察会等、エリアの特徴を

活かしたイベント等を森の円卓会議と協力しながら、企画・運営すること。また、

イベント等の実施前には、利用範囲を中心として、下草刈り、倒木処理等を行い、
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参加者の安全確保に努めること。 

 
第６節 施設修繕 

施設の破損等の異常を発見した時は、日常的な維持管理に必要な修繕※１を指定管理

者が速やかに行う。大規模な修繕・改修※２が発生した場合は、指定管理者は応急処置

により速やかに安全を確保する。指定管理業務に係る県と指定管理者の責任分担は、

募集要項に示す「責任分担表」の通りとする。なお、県と指定管理者の責任分担に疑

義がある場合、又は責任分担表に定めのない事項が生じた場合は、県と協議のうえ修

繕工事費負担区分を決定する。施設の耐用年数及び補修サイクルを補修の目安とする。 
※１ 日常的な維持管理に必要な修繕とは、「施設又は設備の劣化若しくは損傷部分

又は機器の性能若しくは機能を実質上支障のない状態まで回復させることとし、

消耗品の交換を含むもの」とする。 
※２ 大規模修繕・改修とは、日常的な維持管理の範囲を超える修繕とする。 
 

３．占用施設について 

占用施設は公園台帳により確認の上、管理区分を把握する。 

占用施設は占用者が管理を行う。指定管理者が占用施設の異常等を発見した時は、

公園利用者の安全を確保すると共に、占用者及び丹波土木事務所担当部署に連絡する。 

 

４．清掃 

第 1 節 建築物等清掃 
1.1 公園管理棟、森林活動センター、茅葺民家、サイクリング拠点施設（整備予定） 

（1）頻度：日常清掃 1回/日 定期清掃 ２回/年 

（2）内容：利用者に不快感を与えないよう施設環境を良好に保つため、壁、床、ド

ア等の日常清掃及び、ワックスがけ、窓拭き等必要な定期清掃を行う。 

 

1.2 トイレ 

（1）頻度：４回／週 

（2）内容：利用者に不快感を与えないよう汚物の処理、洗剤を使っての便器、手洗

い、壁、床、ドア－等の清掃及びトイレットペーパー、消毒液、脱臭剤等の補

充を行う。また定期的に施設の消毒を実施する。 

 

1.3 工作物清掃（恐竜をテーマとした工作物・機械等を含む） 

（1）頻度：３回／週 

（2）方法：工作物の掃き掃除及び、周辺のゴミ拾いを実施する。必要に応じてベン
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チなどの拭き掃除も行なう。また定期的に、展望テラスや照明器具周辺のくも

の巣除去などの作業も適宜実施し工作物の良好な状態を維持する。 

 

第２節 園内清掃 
2.1 園内清掃 

（1）適用範囲：公園全域（下表の施設を中心に清掃を行うこと）清掃区域図参照 

面積：  

園路    19,400 ㎡ 駐車場    3,100 ㎡ 臨時駐車場  3,300 ㎡ 

お花見広場  1,900 ㎡ 朝市広場   1,800 ㎡ 活動広場   8,300 ㎡ 

芝生広場   4,200 ㎡ 森の広場   9,400 ㎡ ガレ場    1,000 ㎡ 

（2）頻  度：３回／週 

（3）方  法： 

① 園内清掃 
園内の紙屑、空カン、ビン、落葉、枯枝等の不要物を収集、所定箇所へ運

搬して分類を行う。清掃及びゴミの集積回数は、公園利用状況に応じ利用者

に不快感を与えないように常にきれいな状態を維持できるよう設定すること。

丹波土木事務所担当部署の指導がある場合は、これに従うこと。 
なお、このうち落葉等の有機物については、樹木等の根元に集め、植栽地

の表土保護として利用すること。 
② ゴミ処分 

関連法令等を遵守し、事業所一般廃棄物として処分すること。 
 

2.2 水景施設清掃 

（1）適用範囲：小川 200 ㎡ 

（2）頻 度 ：適宜 

（3）方 法 ：小川内の土砂・落葉・雑草の除去など、利用状況に応じた清掃を行

い、良好な状態を維持すること。 

 
2.3 雨水排水施設清掃 

（1）適用範囲：排水施設 開渠側溝、排水会所 

（2）頻 度 ：適宜、梅雨前、台風時期 

（3）方 法 ：排水機能に支障が無いか点検し、必要に応じて泥上げ等の作業を行

う。 
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2.4 調整池清掃 

（1） 適用範囲：田漬池 5,000 ㎡ 

調整池 4,500 ㎡ 
溜 池  400 ㎡ 

（2）頻度： 適宜 

（3）方法：ゴミよけのスクリーンや余水吐け等を点検し、必要に応じて清掃すると

ともに、定期的に泥あげを行う。また、水面に浮かんだゴミ等、美観を損ねる

ものや危険物については発見次第、直ちに取り除く。 

 
Ⅲ 運営管理 
１．管理体制 

1.1 職員の待機 

     指定管理者が毎事業年度開始前に作成する実施計画書で定める開園日・期間中は、

緊急時等の連絡調整に必要な人員として最低１名を管理事務所に待機させ、常時連

絡が取れる体制にしておくこと。 
 

２．安全巡視等 

2.1 パトロール及び交通整理 

（1）適用範囲：公園全域 

（2）方  法：安全で快適な公園利用ができるように日常及び定期的に巡視を行 

い、異常箇所が発見された場合は、速やかに補修や改修に努め、措

置を講ずるまでの間に事故が発生しないように対応すること。 

適切に公園が利用されているか、または、著しい迷惑となる行為が

行われていないかなどに注意してパトロールを行う。 

     実施にあたっては巡視ルートなどを設定した実施計画を策定し、そ

れに基づいて実施する。 

    イベント等開催時には、警備・交通整理等を必要に応じて行うこと。 

 

2.2 救護 

園内において人身事故、事件が発生した時は、指定管理者は現地に急行し

事故者の保護に努め、事件関係者の把握に努める。状況に応じ救護の必要が

あれば応急手当、消防・警察への通報、病院への搬送等、適切な措置をとる

とともに、丹波土木事務所担当部署に報告すること。 
また、病院、消防署、警察署、県との緊急時連絡体制を整えなければなら

ない。 
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３．利用の指導・運営 

3.1 施設利用方法の指導 

建物および公園内工作物の利用方法の指導を行う。特に安全利用を重視し、

危険行為や迷惑行為の防止を図る。 
3.2 施設の運営 

兵庫県立都市公園条例及び兵庫県立都市公園条例施行規則に基づき、指定管理者

が適切に運営を行う。 

 

４．利用の許可 

4.1占用の許可及び行為の制限 

兵庫県立都市公園条例施行規則第 8条に基づき、都市公園法第 7条第 6号、兵庫

県立都市公園条例第 4条第 1項第 4号及び第 5号の規定に基づく権限は、指定管理

者が行う。 

 

５．利用の増進および住民参画の取り組み 

5.1 本公園における管理運営の目標像 

(1) 森林の新たな保全・再生モデルの実現 

近年荒廃の進む森林を、「生産」を目的とした森林から、人工林再生のモデルとし

て、「活動（学習や遊び）」「景観」「花木（林内の花を生かす）」を目的とした森林へ

と育成する取り組みを通し、持続可能な森の保全・再生・活用を図る。 

(2) 公園資源の循環による運営管理手法の実現 

公園のゼロエミッションを目指し、公園内での資源・収穫物（棚田での収穫物、

木の実、山野草、伐採木、草など）を丹波地域の自然や歴史、生活・文化を生かし

ながら、循環させていく仕組みづくりに取り組む。 

(3) 公園での取り組みの発信 

本公園での取り組みの発信は、丹波地域全体にひろがることで、丹波の自然環境

や歴史、人々の暮らし、なりわいなどの新しい関係づくりへとつなげ、ふるさと丹

波の風土づくりに寄与することや、丹波の魅力をもって都市と農村の交流を目指す

ことを目的として実施する。 

(4) 新たな魅力の創出 

公園のさらなる利用促進、丹波地域の活性化を目指し、県施策の取り組みに協力

し、新たな公園の魅力を発掘する。 
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5.2 県民参画型組織「森の円卓会議」について 

(1) 設置目的 

・県民の主体的な参画により、本公園の目標像を実現するため、「公園づくり※」

に参画の意志を持つ者が一堂に会し、運営方法を協議・調整する場として「森

の円卓会議」は設置されており、開園以降も継続すること。そのため、指定管

理者でも以下のことを実践し、引き続き運営すること。 

①本公園の「目標像」を理解し、共有すること。 

②公園づくりに関連する情報や取り組み内容を共有し、それぞれの活動に生

かすこと。 

※「公園づくり」とは、公園をつくり育てること。公園の利用・運営・維持

管理に関わることを意味している。 

(2) 組織 

① 会議の構成員について 
・構成員は、兵庫県、指定管理者、運営に協力するグループや個人、公園に関

係する行政・機関等とする。 

・構成員の選定にあたっては、事前に県と協議・調整を行うこと。 

・必要に応じ公募により構成員を選出することができる。 

・公園内で活動を行うまたは活動を希望するグループや団体については、任意

の代表者が構成員となることができる。 

・会長を置くことができる。 

 

② 設置主体 
指定管理者が主体的に設置し、企画・運営・連絡調整等のコーディネートを

行うこと。 
(3) 役割 

・「公園づくり」に関する公園管理者及び指定管理者への提案、助言。 

・「公園づくり」に関する企画及びプログラムについての提案、助言、承認。 

(4) 開催頻度 

・年２回以上開催すること。 

・日程調整は、指定管理者（事務局）が行うこと。 

・この会議の運営にかかる費用は指定管理者（事務局）が負担すること。 

(5)その他 

・指定管理者は、当該会議に参加しているメンバーの意識向上が図られる企画や

運営方法も併せて検討すること 
 

5.3 利用促進事業 
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    指定管理者は、公園に対する県民のニーズを的確に把握したうえで、公園の魅力を

高め、県民の参画と協働の公園づくりに資する利用促進事業（指定管理業務の一環で

行う、参画と協働又は、利用を促すプログラム・イベントであって、支出が収入を上

回る事業）を積極的に実施すること。 

指定管理者主催のイベントのほか、地域住民やボランティアによる自主イベントを

受け入れ、県民の自己実現の場を提供するなど、地域一体となった利活用の推進に努

めること。 
 

5.4 公園利用を促すイベント等の企画及び実施 

・指定管理者は、園内の資源等を活かした利用プログラムを積極的に企画・開催し、

利用の活性化を図ること。（新規整備予定の施設、工作物・機械を含む） 
   ・また、円卓会議や地域からの企画・提案によるイベントに対しても柔軟かつ積極

的に対応し協力すること。 
   ・本公園運営のコンセプトに基づき、以下に示す４つの事業を核とするとともに、

積極的な企画運営を実施すること。 
    (1) 地域活性化事業 

     ① 基本事業 
      ・「森の円卓会議」に属する活動グループと協力して以下のプログラムを企

画・調整・実施すること。 
1) 公園コンセプトを踏まえ、県民参画プログラムやイベント実施時には、

必要に応じ、朝市や飲食提供等（以降「朝市等」と言う）のイベントを

併せて実施すること。なお、朝市等のイベントの単独開催を妨げるもの

ではない。 
2) 茅葺民家、朝市広場、森林活動センターを活用し、地域活性化の観点か

ら講座、セミナー、各種プログラムを実施すること。 
3) 丹波地域の公共施設、観光施設等と連係して、旬な味覚、祭り、名所、

地域の歴史文化等の各種地域情報を発信するとともに、一時立ち寄りの

休憩所や案内所のような利用にも対応すること。 
 
     ②利用促進事業及び収益事業の提案 
      ・必要に応じ公園オリジナルグッズ、飲食、商品開発等の企画・運営・実施

の提案を期待する。 
    (2) 森林活動センター事業 

     ① 基本事業 
・「森の円卓会議」に属する活動グループと協力して以下のプログラムを企

画・調整・実施すること。 
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       1) 間伐材を活用した木工講座を実施すること。 
       2) 森林の維持管理（間伐材の活用を含む）と係わる各種体験イベントを企

画・実施すること。 
       3) 森林の維持管理で発生する各種発生材を園内維持管理に利用すること。 
       4) 園内に使用するベンチ、小規模な案内板等の製作は、本施設により行う

こと。 
       5) 県が求めた場合は、発生材を提供すること。 
     ②利用促進事業及び収益事業の提案 
      ・間伐材を活用した商品開発、加工サービス等の企画・運営・実施の提案を

期待する。 
      ・今後、間伐材を利用した製材が大量に生産されてくるため、その製材が円

滑に利活用できる多様な提案を求める。 
    (3) 環境学習事業 

     ① 基本事業 
・「森の円卓会議」に属する活動グループと協力するとともに、県の環境学習

政策・事業と連携して、以下のプログラムを企画・調整・実施すること。 
・森の聖域ゾーン（仮称）開園後は、このエリアを利用した環境学習事業に

ついても検討すること。 
     1) パンフレット、テキスト等を作成して本公園の環境学習の場としての

魅力を PR すること。 
     2) 県の各種環境学習事業を積極的に誘致すること。 
      3) トライやるウィーク、トライしようデイ等の県・市教育委員会の事業

を積極的に誘致すること。 
4) 近隣の小学校等の環境学習活動に対し積極的に協力すること。 
5) 本公園及び周辺の環境の情報収集に努めること。 
6) 上記を踏まえた環境学習プログラムを作成すること。 
7) 環境学習講座、セミナー等を実施すること。 
8) 県が実施する各種イベント・フォーラム等に協力すること。 

      
②利用促進事業及び収益事業の提案 

      ・その他、環境学習に関する各種事業の提案を期待する。 
 
    (4) 交流事業 
     ① 基本事業 

・来園者と地域の人々の交流が生まれるよう、「森の円卓会議」に属する活動

グループと協力または地域の活動イベントを誘致し、以下のプログラムを
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企画・調整・実施すること 
 1)  公園の PR、来園者と地域の交流を促進することを目的として、収穫祭

等の公園フェスティバルを実施すること。 
 2) 丹波地域で活動グループが企画運営する各種のプログラム・イベントを 

誘致・運営サポートを実施すること。（例 シューベルティアーデたんば

が主催するたんなん街角コンサートなど） 
     ②利用促進事業及び収益事業の提案 
      ・その他、来園者と地域の人々が交流可能な各種事業の提案を期待する。 
 

5.5 県民参画活動による公園施設の整備について 

    特に、森のシンボルゾーン【サトエリア】は、地域の歴史・文化資源を活用する

ことをコンセプトに公園づくりを実施する場であるとともに、県民参画による施設

づくりのコンセプトも持たせているゾーンである。 

    「森の円卓会議」等で提案があった場合または県が実施することとした場合は、

指定管理者は、積極的に協力を行うこと。 

    

5.6 その他公園内ローカルルールについて 

① 森の資源循環のルール 
     ・園内森林の維持管理から発生する「間伐材」は可能な限り園内で使用する。 

     ・使用にあたっての優先順位は原則として以下による。 

1) 公園内のベンチ等の簡易な施設の作成、木造施設の修繕・更新材、維持管

理資材として活用する。ただし、製作したベンチ等の財産は兵庫県に帰属

する。 

2) 他の兵庫県立都市公園への使用木材として無償提供する。 

3) 森林活動センターで木材加工体験における材料とする。 

4) 各種、イベント・プログラムに活用する。 

5) 自主事業に活用する。ただし、その財産の取り扱いについては、個別に公

園管理者と協議すること。 

② 森林活動センター利用のルール 
     ・本施設は、原則使用料無料の体験学習施設である。 

     ・本施設で実施する講座等のはじめには、必ず公園内の森での「循環」のコン

セプトや間伐体験・森林活動について学ぶ動機付けを行うこと。 

     ・体験学習活動を実施する上で最低限の機材等は常備するが、活動主体自身が

機材を持ち込んで活動することができる。ただし、本施設の目的に反したり

安全性が確保できない機材等については、持ち込みを拒否することができる。 

     ・指定管理者は機材使用時には、指導者を置く等の安全対策を講じること。 
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③ 棚田のルール 
     1) 棚田 

      ・「丹波」の「丹（赤）」にちなむ赤米栽培を継続して実施すること。黒豆栽

培等の丹波地域特産のものを併せて栽培することはこばまない。 

      ・収穫物は、イベント実施時において、体験プログラム参加者やプログラム

運営スタッフまたは来園者へ無償で提供することができる。 

      ・可能な限り農薬の使用を控える。モミや藁のイベントや維持管理への活用

を考慮するなど、自然環境に配慮した栽培・維持管理を心がけること。 

     2) あおぞら広場 

      ・本エリアは「5.5 県民参画活動による公園施設の整備について」の方針にの

っとり、県民参画プログラムには積極的に協力するとともに、指定管理者

も主体的に新しい取り組み、企画、提案をすること。 

④ 火の利用ルール 
指定管理者の権限に属する兵庫県立都市公園条例第４条第４号、第５号、同

条第３項を適切に運用することにより、建物や工作物に損傷を与えない範囲で

必要に応じ実施すること。 

⑤ 地域活性化事業（朝市等のイベント）のルール 
指定管理者の権限に属する兵庫県立都市公園条例第４条第４号、第５号、同

条第３項を適切に運用することにより、必要に応じ朝市等のイベントを円滑に

実施すること。 

 
5.7 広報活動 

（1）内 容 

    ① 公園運営のコンセプト、社会的意義を広く知らせること。 
② 公園の存在、内容を知らせること。 
③ 自主事業だけでなく地元市民等による持ち込みイベント等、公園で行われる催

しを知らせること。 
④ 休園日・利用時間・利用方法を知らせること。 
⑤ 有料施設の案内・宣伝すること。（現在有料施設は無い。） 
⑥ 丹波観光の玄関口、「たんば三街道」の拠点として丹波の情報収集・情報発

信を行うこと。 
 

（2）方 法 

パンフレット、ホームページ、イベント、定期的に発行するニュースレター等 
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 (3) 連 携 

    ① 丹波地域の他施設のパンフレットをできる限り収集し、園内の来園者が目につ

くところに置くこと。 
    ② ホームページは地域のポータルサイトを目指し、丹波地域内の各施設とのリン

クを積極的に進めること。 
 

5.8 利用者及び住民の参画 

県民が公園に求めるものを的確に把握し、それらに対応して公園の魅力を高める

事に努め、県民の参画と協働の機会を増やし、多くの県民に公園と関わってもらう

ことによって親しみある公園と認識されるように努める。 
(1) 住民参画による公園の管理運営について積極的に取り組むこと。 

（2） ｢森の円卓会議｣の提案において、指定管理者の権限で実施可能なものについ

ては、積極的に協力すること。 

   
5.9 その他調査・情報収集・協力等 

 (1) 指定管理者は、本公園の「目標像」を達成するための公園運営についての自己

評価を行うこと。 

    ①「森の円卓会議」の組織から、少なくとも年１回のアンケートを実施すること。

なお、アンケートの手法等については、指定管理者が提案すること。 

    ②来園者の満足度を調査すること。 

    ③公園運営にゆかりの深い第３者（地元・有識者）によるヒアリング調査を実施

すること。 

    ④独自にアウトカム指標を設定するなど、評価の調査研究を行うこと。 

(2)「森の円卓会議」や県民参画プログラム等への参加を通じて、リピーターや丹

波地域に根ざした技術や能力をもつ人材を、本公園での公園運営にひきつける

努力を行うとともに、顧客リストの作成を行うこと。なお、顧客リストの取り

扱いについては、個人情報の保護を行うこと。 

(3) ホームページ等の情報更新は、適切に実施すること。 

(4) 県の各部局・県民局が実施するイベントや事業については、積極的に情報収

集を行うとともに、必要に応じ協力すること。   
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Ⅳ 緊急時の対応 

１．災害・事故への対応 

1.1 災害への対応 

指定管理者は、公園施設を常に良好な状態に保ち、気象情報等に注意して災害の

未然防止、被災の最小化に努め、災害発生時においては適切かつ迅速な対応を行う。 
 

（1）防災対策マニュアルの策定 

指定管理者は、台風、豪雨、地震、火災など緊急時に適切かつ円滑な対応

を行うため、防災対策マニュアルを県担当部署の承認を得て策定し、緊急時

においては基本的にこのマニュアルに基づき行動する。 
◇ 防災対策マニュアルの内容 

 防災体制、連絡体制、職員行動計画、二次災害の防止など 
（2）災害時の措置 

① 県担当部署から発令される指令・指示に従うものとする。 
② 緊急点検を実施し、被災状況と危険箇所を把握し速やかに点検結果を取りま

とめ資料を丹波土木事務所担当部署に報告すること。災害予算等の資料作成

等に協力を行うこと。 
③ 人命の安全確保を優先し、二次災害の防止に努める。 
④ 二次災害の防止のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとらなけれ

ばならない。この場合において、あらかじめ丹波土木事務所担当部署の意見

を聴かなければならない。ただし、緊急やむを得ない事情があるときは、こ

の限りではない。 
⑤ 前項の場合においては、そのとった措置の内容を丹波土木事務所担当部署に

直ちに報告しなければならない。 
（3）災害復旧 

① 危険回避のために必要な場合は最低限の範囲で速やかに応急対応を行うこ

と。 
    ②災害復旧のための実施協力を行うこと。 
 

1.2 事故への対応 

（1）事故対策マニュアルの策定 

指定管理者は、事故、急病・けが、事件等が起こった場合に、適切かつ速やかな

対応を行うため、あらかじめ事故対策マニュアルを丹波土木事務所担当部署の承認

を得て策定する。 
利用形態の変更により、新たな事故対策等が必要となる事項が生じた場合は、そ

の都度マニュアルも加筆修正を行うこと。 
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①  事故対策マニュアルの内容 
人命の安全確保を優先、連絡体制、職員行動計画、事故時の措置など   

② 報告 
重大な事故（公園施設に起因する 30 日以上の治療を要する重傷者または死

者の発生する事故）については、必ず丹波土木事務所担当部署に報告、その

他の事故については適宜報告する。 
（2）事故時の措置 

① 事故が発生したときは、直ちにその状況を把握し、人命の安全を優先した最

善の処置をとらなければならない。 
② 事故防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとらなければな

らない。この場合において、必要であると認められるときは、あらかじめ丹

波土木事務所担当部署の意見を聴かなければならない。ただし、緊急やむを

得ない事情があるときは、この限りではない。 
③ 前項の場合においては、そのとった措置の内容を丹波土木事務所担当部署に

直ちに報告しなければならない。 
 

1.3 訓練・予防 

（1）緊急時に際して適切、円滑に行動することができるよう、防災訓練（がけ崩れ、

水防等）、消火訓練、人命救助訓練等を自主的に行うものとする。 

（2）夜間パトロールの実施やたき火等の危険行為に対しての注意の喚起等、災害・

事故の予防対策を講じる。 

 

1.4 その他 

（1）イノシシ等、鳥獣被害への適正な対応に主体的に努めること。 
 

２．警備 

防犯、火災監視、設備監視のため、公園管理事務所の夜間および休業日の警備を行うこ

ととして、警備実施計画を丹波土木事務所担当部署へ報告する。 

 

３．損害保険等への加入 

3.1 第三者損害保険への加入 

事故の原因が公園施設そのものの欠陥の場合は県の責任となるが、管理の瑕疵

による場合は、指定管理者の責任になるので、損害賠償保険に加入すること。 
また、施設の利用者に対しては、事故を防止する対策を求めるとともに、施設

の機能や性能を考慮し、都市公園の管理上、指定管理者が必要と判断する場合に
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は、損害保険の加入を義務づけることとする。 
（内容）公園等総合責任賠償責任保険  

対人賠償 1 人につき 1 億円 1 事故に付き 3 億円 
対物賠償 1 事故当たり 500 万円 

 
  3.2 建物共済への加入 

    指定管理者は、公園施設について、兵庫県の定める額をもって兵庫県を受取人

とする建物共済に加入すること。 
 
Ⅴ その他 

１．県への報告 

1.1 報 告 

（1）指定管理業務開始に先立ち、園内及び公園施設の確認を行い、公園台帳との異

同など現状を県担当部署に報告すること。 

（2）入園者数および各施設等の利用状況等の報告を行うこと。 

（3）各報告事項は、所定の様式に基づき作成し、丹波土木事務所担当部署に提出す

ること。 

① 日報 
利用状況、維持管理作業等の状況について日報を記録し、丹波土木事務所担

当部署の求めに応じ報告できるように整理を行っておくこと。 
② 月報 

入園者数、有料施設等の利用状況および維持管理作業状況を所定の様式に

基づき報告、提出すること。 
③ 年報 

上記を月別にまとめたものを報告、提出すること。 
④ 日入園者数の把握 

入園者数の算出方法については、県担当部署と協議の上決定すること。 
    ⑤利用者満足度調査 
      公園に対する県民ニーズを的確に把握し、県民サービスの向上に生かすた

め、利用者満足度調査（年間をとおして常時設置方アンケート、年 1 回以上

行楽日配布方アンケート、イベント実施ごとにイベントアンケート）を実施

し、その結果を報告すること。また、その結果を管理運営評価に反映するこ

と。なお、調査項目、調査日については、県と協議の上決定すること。 
    ⑥自己評価 
      毎年度、管理運営に関する自己評価を実施し、県に報告すること。 
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⑦ 苦情、要望等の特別な事項について県担当部署へ報告すること。 
    ⑧利用促進事業の内容及び収支について報告すること。 
    ⑨収益事業の収益を指定管理業務に充当している場合は、内容及び収支を県に報

告すること。 
⑩ 「森の円卓会議」議事録（書式は任意）を作成し提出すること。 
⑪ 県民参画プログラムの実施報告書を提出すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 県民参画プログラムの実施報告書作成例 
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２．県への損害賠償 

2.1 損害賠償 

指定管理者が業務遂行に当たり、県に損害を与えたときはその損害を賠償する

ものとする。 
 
Ⅵ 参考 

１．指定管理業務以外の業務 

1.1 収益事業 

      指定管理者は、指定管理業務以外で、収益事業（利用促進事業に該当しない都

市公園法及び兵庫県立都市公園条例で認められた範囲で、指定管理者が知事の許

可を得て公園内において自らの責任で行う事業）を行うことができる。 


